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陳
翰
差
著

「
産
業
資
本
と
支
那
農
民
」

鈴

木

総

長E

中
国
世
省
研
究
の
-Z
要
課
題

一
般
に
中
岡
枇
舎
の
研
究
は
、
嘗
て
の
枇
曾
類
型
の
論
争
段

階
を
越
え
て
、
日
べ
惜
的
在
る
一
杭
品
目
的
諸
閥
係
の
分
析
に
移
り
つ

L
あ
る
。
か
h
る
研
究
針
象
の
進
展
と
共
に
、
枇
合
類
別
下
り
研

シ

ノ

ロ

ボ

ナ

I

究
に
端
を
設
す
る
「
科
撃
的
研
究
方
法
」
が
一
時
の
支
那
製
者
的

記
述
方
法
に
代
っ
て
支
配
的
冒
と
な
り
つ
t

、
あ
る
己
主
は
断
る
ま

で
も
友
い
。
研
究
の
こ
の
段
階
に
於
て
必
要
友
る
こ
と
は
、
一
枇

曾
科
事
の
車
友
る
企
式
的
な
諸
問
で
は
友
く
し
て
、

一
定
の
研

究
川
副
象
が
綜
合
的
複
合
鰻
と
し
て

D
中
岡
枇
合
D
構
成
に
於
て

如
何
な
る
地
位
を
占
め
、
如
何
在
る
機
能
を
県
す
も
の
で
あ
る

か
を
、
精
常
在
る
賓
讃
的
研
究
の
下
に
具
礎
的
に
把
握
す
る
こ

と
に
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
普
通
に
中
岡
仕
合
は
宇
封
建
性
・
半

植
民
地
位
に
於
て
把
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
性
の
具

第
五
十
三
巻

四
七

第
四
強
‘
一

O
九



陣
翰
筆
者
」

l

躍
業
費
本
と
支
那
農
民
」

関
的
た
表
現
形
式
の
賓
態
に
闘
す
る
研
究
が
行
は
れ
血
ぽ
た
ら

一
定
外
岡
資
本
の
中
関
農
村
民
血
(
へ
た
る
諸
影
響
の
具

慣
的
左
分
析
の
如
き
は
、
こ
り
意
味
に
於
て
正
に
研
究
を
姿
請

せ
ら
れ
て
ゐ
る
主
要
課
題
白
一
で
あ
る
。

在
い
。さ

き
に
「
成
東
農
村
生
産
闘
係
典
生
産
力
」
な
る
名
著
主
務
表

し
て
、
中
岡
農
業
問
題
に
闘
す
る
構
成
的
存
在
と
し
て
普
く
認

日畢ヨ〉目 'E め
せせ t ら
らら自れ
れれ5.る
v 、て円』亡

工 ゐ 日 ヨミ
J 枠内九

〈 ドC 詰 ふご

旦 L ~長
4'の里翰
語新吉官
害著 ~l) 博
M 治ξ 在て七
?~最るは

i包近寄
A 二物更
{) ~をに

川 一ー
モょ昨日
子り年 E「
五同夜き
円時表星;
」ごにし(
μQ 邦託ザ

原
書
は
、
筆
者
自
知
れ
る
限
り
で
は
、
巾
闘
に
於
け
る
ア
メ

リ
カ
葉
煙
草
生
産
を
匂
括
的

E
G
賓
詮
的
に
研
究
せ
る
唯
一
の

モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
而
も
こ
の
吉
田
物
は
車
友
る
モ
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
た
る
に
止
ま
ら
や
、
葉
煙
草
生
産
を
中
心
と
し
て
展

開
せ
る
枇
命
的
諸
嗣
係
む
綜
合
的
分
析
を
完
全
に
な
し
冒
と
げ
て

ゐ
る
。
従
っ
て
と
の
寄
り
特
質
は
.
現
在
切
買
に
研
究
を
要
求
さ

れ
て
ゐ
る
重
要
在
る
課
題
を
課
題
と
し
て
ゐ
る
に
止
ま
ら
歩
、

己
の
課
題
の
も
つ
意
味
を
正
確
に
展
開
し
、
そ
の
問
題
に
印

L

事
五
十
三
巻

四
七

第
四
掠
，
「
一

o

ワ
i
h

中
岡
吐
舎
の
根
本
的
性
格
を
解
明
し
て
ゐ
る
貼
に
あ
る
。

ア
メ
り
カ
種
葉
煙
草
生
産
は
、
外
岡
費
本
企
中
園
粧
台
と
白

交
錯
闘
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
と
の
問
題
の
解
明
は
、
優

れ
た
枇
合
科
曲
学
の
現
論
と
共
に
、
中
岡
農
村
枇
品
問
白
官
設
的
研

究
と
、
外
岡
資
木
進
出
の
歴
史
的
調
究
'
ど
を
併
せ
必
要
と
す
る
。

正
確
な
調
査
的
手
腕
を
謡
は
れ
る
中
園
有
数
の
経
済
事
者
で

あ
り
、

E
つ
外
図
晶
子
界
と
の
交
渉
深
昔
、
附
附
翰
笠
博
士
と
そ

は
、
恐
ら
〈
己
の
問
題
研
究
の
唯
一
最
遡
の
人
で
あ
ら
う
左
忠

は
れ
る
o

己
の
人
に
し
て
こ
の
書
あ
り
と
の
感
が
深
い
o

而
も

原
書
は
文
竿
平
明
・
論
理
整
然
と
し
て
ゐ
る
。
謀
本
に
上
り
今

後
我
が
閣
に
於
て
も
庭
汎
に
読
ま
る
べ
き
此
の
雷
同
こ
そ
は
、
中

図
枇
曾
粧
済
研
究
に
針

L
て
、
恐
ら
〈
非
常
に
貫
主
在
役
割
を

果
す
に
と
L

思
ム
。

本
書
に
つ
い
て
更
に
附
百
ず
べ
き
は
原
著
者
自
身
の
序
丈
に

つ
Y
い
て
、
ウ
イ
ッ
ト
フ
オ

l
ヂ
ル
の
長
文
の
序
文
が
附
せ
ら

れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

ウ
4
ツ
ト

7
才

l
ゲ
ル
の
序
文

Chen Ttan-Seng， Industrial Capi!al and 臼une"ePeasants， a Slurly of the 
Live1ihood of Chinese Tohacco Cultivators， with an IntroductioD by Karl 
August市Vittfogel.1939 
本稿で口、陣翰霊ヨ昔、 7~田博帯、産業費本主文部農民(京E叢寄九を塁手版。
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陳
情
開
士
白
乙
の
書
は
、
ウ
イ
ッ
ト
フ
オ

I
F
ん
の
序
文
に
も

あ
る
如
〈
、
「
外
閥
資
本
・
中
岡
政
府
筋
及
び
事
業
家
・
農
民
と

い
ふ
種
々
の
一
経
済
勢
力
の
枇
合
的
諸
閥
係
、
印
ち
葉
煙
車
生
産

'r
一
い
ふ
一
つ
の
軸
を
め
ぐ
っ
て
動
昔
且
つ
動
か
さ
れ
る
一
切
り

も
の
を
絞
遁
し
て
ゐ
る
。
」
加
ふ
る
に
つ
"
セ
の
事
賓
が
正
確
で
あ

り
、
日
っ
そ
れ
が
明
か
に
し
た
各
種
白
枇
合
的
勢
力
の
相
互
作

用
の
故
に
一
一
暦
注
目
さ
れ
九
る
べ
き
も
の
」
で
あ
る
。

際
博
士
の
一
研
究
を
側
面
的
に
観
察
し
て
、
ウ
イ
ツ

l
フ
オ
l

グ
ル
は
、
機
織
生
産
D
影
響
と
い
ふ
槻
鮪
に
立
っ
て
、
中
闘
に

於
け
る
特
殊
的
怜
賀
を
導
き
出
し
、
そ
れ
は
、
中
間
菩
枇
舎
の

作
格
左
外
部
か
ら
の
(
帝
凶
主
義
的
)
影
響
と
の
二
つ
に
凶
巾
ナ

る
正
論
じ
、

一
方
に
中
関
奮
壮
舎
の
塑
に
闘
す
る
諸
見
解
を
列

息
す
る
と
共
に
、
「
半
植
民
地
位
」
に
論
及
し
て
ゐ
る
。
今
、
前

者
に
つ
い
で
は
別
段
白
問
題
は
た
い
が
、
後
者
に
う
い
て
、
植
民

地
と
半
植
民
地
と
の
相
具
を
、
印
皮
白
ア
ツ
サ
ム
茶
栽
増
地
の

事
情
を
絞
認
し
、
こ
れ
と
巾
闘
の
煙
草
生
産
地
帯
と
白
劉
比
の

中
に
見
出
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
は
注
目
に
他
ひ
す
る
。
蓋

L
、中

園
粧
品
閏
を
半
封
建
性
・
半
植
民
地
性
に
於
て
把
握
せ
ん
と
す
る

障
翰
盤
著
「
陸
業
資
本
と
支
那
農
民
」

己
と
は
既
に
常
識
的
に
一
般
化
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
而
も
そ
の
宇

杭
民
地
在
る
内
容
に
附
し
て
は
臨
刑
者
友
規
定
が
殆
ん

E
行
は
れ

て
ゐ
な
い
欣
態
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
全
植
民
地
左
半
植
民
地

と
白
基
本
的
相
違
乙
そ
は
、
今
後
再
び
新
た
に
検
討
さ
れ
ね
ば

芯
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
ァ
ツ
サ
ム
白
茶
栽
培
地
帯
等
と
共
に
画

中
閣
の
葉
煙
草
生
産
地
帯
の
賓
態
制
貨
は
己
の
意
味
に
於
て
も

利
則
さ
れ
る
と
と
、
友
る
で
あ
ら
う
。

ウ
イ
ッ
ト
フ
オ

I
F
ル
は
、
更
に
布
に
続
い
て
、
新
畑
一
式
白

植
民
地
主
い
ふ
新
し
き
範
昨
を
匙
り
出
し
、
相
太
利
・
凋
乙
・

日
本
の
政
策
に
論
及
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
、
東
亜
叢
蓄
の
諜

者
が
趨
切
に
指
摘
し
て
ゐ
る
如
く
、

察
た
る
刷
出
平
経
済
と
は
直
接
何
の
附
係
も
左
い
。

E
O
、
モ
己

「
己
れ
以
後
は
原
著
の
内

で
は
特
定
闘
に
針
し
て
ハ
一
百
は
ざ
れ
ば
肢
ふ
く
る
、
〉
底
白
感

情
的
悪
批
判
を
以
て
臨
ん
で
居
り
、
冷
徹
践
密
主
要
求
せ
ら
る

ははベ
十たき
ー い班

頁と論
に .'11，家
i!!iはの
るれ態
部己"皮
分詳と
で H¥ L 
あはて

る')業 A

G し耳印
静か
'¥ 'Lと

ら 三 ド

れを
て促先
J， く
る串占
。、〆

w も
著た
v亡、〈

金

穂

の

構

遁

骨
五
十
三
巻

四
七

第
四
臨

フ永田帯、 R頁(ウイットフォーゲル序)。
Chen I-Ian-Seng， ibid. p. xiii-p. x:xiii 
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陳
翰
生
著
「
産
業
費
本
と
克
那
農
民
」

此
の
著
の
本
論
は
、
ア
メ
リ
カ
種
葉
煙
草
白
導
入
白
旗
良
か

ら
始
ま
る
全
九
章
よ
り
成
り
、
と
れ
に
巻
末
の
阿
録
止
、
一
千
一
十
八

比
及
ぶ
本
文
中
の
大
小
の
統
計
去
が
附
け
力
へ
ら
れ

τ
ゐ
る
。

第
一
章

策
三
章

第一一一章

第
四
章

策
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

ア
メ
リ
カ
種
傾
草
の
導
入

悟
草
耕
作
の
促
註
者
|
|
買
酔
と
衰
紳

煙
草
栽
培
の
賞
展

葉
細
目
章
の
牧
民
制

支
那
紙
巻
煙
草
工
業
の
運
命

煙
草
農
民
ー
と
眠
責
問
題

開
草
農
民
的
努
賀

利

子

辛

煙
草
地
帯
に
於
け
る
地
冊
目
品
騰

ω
第
一
字
・
第
三
章
・
第
五
単
に
於
て
、
紙
巻
煙
草
栽
培

白
歴
史
が
綬
遁
さ
れ
、

M
V
閣
産
業
資
本
に
よ
っ
て
農
村
が
強
力

的
に
商
品
生
産
に
移
仔
さ
せ
ら
れ
る
過
程
が
悶
明
さ
れ
、
民
族

側
草
工
業
白
波
落
が
外
岡
資
本
ー
特
に
英
米
煙
草
曾
枇
白
進
出
と

(2) 
針
比
し
て
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
二
本
及
び
第
四
字
は
、
前
四
第
三
字
に
h

白
け
る
外
岡

資
本
白
民
族
産
業
服
迫
過
程
の
分
析
と
共
に
、
宇
植
民
地
に
長

け
Z
外
園
安
本
白
活
動
形
式
を
「
冷
静
」
托
し
て
「
淡
々
L

た
Z
準

第
五
十
三
容

四
七
回

第
四
枕

致
白
中
に
活
霧
し
て
ゐ
る
。

最
後
に
第
六
挙
以
下
白
四
章
は
、
外
閣
産
業
資
本
の
煙

草
移
植
に
よ
り
、
中
岡
農
民
が
如
何
な
る
影
響
を
う
け
、

(3) 
な
る
境
過
に
立
た
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
、
豊
富
在
る
統
計
を
駆
使

し
て
論
究
し
て
ゐ
る
。

以
上
白
如
き
構
治
を
も
っ
た
本
研
究
は
、
著
者
自
身
極
め
て

正
貨
危
る
阿
国
国
提
起
を
た
し
て
ゐ
る
如
〈
つ
民
衆
白
生
活
白
水

準
が
一
般
に
低
い
と
い
ム
既
に
衆
知
心
事
責
を
指
摘
す
る
己
と

は
、
中
国
に
開
附
し
て
は
、
最
半
さ
ほ

E
必
要
な
と
と
で
は
左
く
、

東
裂
な
こ
と
は
む
し
ろ
そ
の
方
向
を
分
析
し
確
め
る
と
と
口
に

あ
り
、
こ
の
課
題
止
決
定
す
る
た
め
白
一
つ
白
典
型
的
事
例
と

し
て
、
適
切
に
も
、
ア
メ
リ
カ
種
煙
草
生
産
地
帯
が
研
究
吋
象

と
し
て
取
り
ヒ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
結
論
的
に

「
半
植
民
地
的
・
半
封
建
的
支
那
に
於
け
る
工
業
化
及
び
そ
の
結

旧
市
た
る
工
業
的
作
物
の
護
法
は
、
殆
ん
ど
例
外
な
く
、

般
の

生
河
川
水
準
を
、
'
と
り
わ
け
中
農
ー
と
貧
農
の
一
モ
れ
を
低
下
せ
し
め

る
仰
向
を
も
っ
L

と
と
を
、
金
巻
の
綴
密
在
分
析
・
検
討
の
上

氏
、
疑
問
の
後
地
を
残
さ
自
主
で
に
明
内
に
、
論
設
し
て
ゐ
る

如
イr.J

水田詩、 1頁(原著者序)。



の
で
あ
る
。

四

外
園
資
本
と
買
蝉

本
書
は
そ
の
盟
官
在
る
内
容
は
よ
り
、
制
め
て
多
数
の
貴
重

た
る
資
料
を
提
供
し
、
今
後
利
用
さ
れ
る
軸
は
股
汎
に
わ
た
る

も
の
B
P
一
息
は
れ
る
が
、
就
中
、
準
者
の
興
味
を
強
く
惹
く
も
の

は
、
外
周
資
本
左
四
月
解
左
D
閥
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

葉
煙
草
の
生
産
費
が
、
山
東
に
て
は
、
最
低
に
見
積
る
も
、

小
奏
。
三
倍
・
高
梁
の
五
倍
・
大
豆
の
二
十
五
倍
に
達
す
る
己

主
主
示
し
た
る
上
、
と
の
生
産
費
の
高
き
乙
と
は
、
中
国
に
て

は
、
商
業
費
本
及
び
高
利
貸
資
本
の
助
力
な
し
に
は
、
英
米
煙

草
の
加
昔
外
周
産
業
資
本
も
た
在
る
殺
山
市
を
皐
げ
え
た
い
と
と

を
示
す
ム
」
流
一
ぺ
て
ゐ
る
。
乙
t
h

で
、
民
腕
・
商
業
資
本
の
介
入

な
し
に
外
岡
資
本
が
直
接
煙
車
農
民
と
接
縄
し
え
在
い
理
由
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
泣
い
白
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
生
産
費
高

青
己
'
ど
が
、
買
燐
若
し
〈
は
商
業
日
高
利
貸
資
本
の
活
動
領
域

を
、
新
た
に
提
供
し
若
し
く
は
庚
め
る
と
と
に
つ
い
て
は
異
論

が
友
い
。
と
れ
忙
闘
し
て
、
英
米
煙
車
の
山
貝
燐
白
活
躍
事
情
が

陳
翰
霊
著
「
産
業
費
本
と
支
那
農
民
」

明
細
に
鍍
漣
せ
ら
れ
‘
貿
酬
酬
と
豪
紳
、
或
は
そ
れ
ら
豪
紳
の
組

合
た
る
煙
卓
農
民
組
合
及
び
煙
車
合
作
枇
等
が
一
般
民
衆
の
協

同
組
織
機
関
で
は
た
く
し
て
、
地
主
・
官
豪
の
機
開
た
品
質
情

が
明
白
に
刻
挟
さ
れ
て
ゐ
る
。

民
燥
が
中
国
枇
舎
の
特
有
由
産
物
で
あ
り
、
且
つ
モ
れ
が
外

国
資
本
の
侵
入
に
寄
生
し
て
、
中
園
祉
舎
に
吸
着
・
牧
取
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
疑
ひ
左
昔
魔
で
あ
る
が
、
従
来
白
銀
行

及
び
輸
出
入
商
枇
白
山
貝
燐
に
闘
す
る
報
告
の
ト
し
に
、
今
や
、
英

米
煙
車
の
買
帥
耕
民
闘
す
る
信
澄
ナ
ベ
苦
賓
例
が
提
供
さ
れ
た
と

と
に
よ
っ
て
、
己
の
方
面
の
研
究
は
更
に
一
歩
を
準
め
う
る
と

と
h
な
る
で
あ
ら
う
。

外
岡
資
本
と
買
耕
と
の
関
係
に
つ
ぎ
、
官
僚
と
り
闘
係
が
、

張同
之じ
巾]く
等盟
主古当

初主主
め筆
と 致
すを
るも
戸つ
日 て
23 絞
益遁
E2) さ

友れ
るて
特ゐ
殊 る
白向 。
性杢
格鴻
を 章
産・

み
出
し
た
己
の
閲
に
於
て
は
、
英
米
煙
草
の
場
合
に
も
何
等
の

例
外
は
な
く
、
本
来
、
民
族
産
業
育
成
の
た
め
に
外
岡
資
本
の

使
入
を
喰
H
U

止
む
べ
き
官
僚
自
慌
が
、
民
族
産
業
を
抑
歴
し
、

外
岡
資
本
の
稜
展
に
謹
力
せ
る
賢
情
が
ま
ざ
/
¥
ム
」
書
雪
出
苫

第
王
十
三
巻

第
四
観

一= 

四
七
五

7]<同語、 22頁。
陳翰笠著、井出語、南支那農業問題の研究、 '3頁。2) 



陳
翰
盆
著
「
産
業
費
本
主
文
那
農
民
」

れ
て
ゐ
る
。

こ
白
買
腕
・
官
僚
・
一
一
致
紳
の
絞
遁
は
、
そ
の
半
面
に
於
て
、

英
米
煙
車
の
積
倒
的
進
出
の
具
閥
的
様
式
そ
白
も
の
h
絞
遁
で

あ
り
、
外
開
資
本
D
中
岡
枇
合
進
出
の
典
型
的
な
一
事
例
と
し

て
、
貴
章
一
た
丈
献
と
友
る
で
あ
ら
う
。

五

高
度
商
品
化
と
農
民

陳
翰
宇
一
は
序
文
に
於
て
、
農
民
を
三
種
に
分
ち
、
中
農
と
は

普
泊
の
年
忙
牧
支
相
償
ム
農
家
、
富
農
と
は
通
常
、
生
活
費
及

び
農
揚
粧
品
百
費
と
し
て
必
裂
な
る
支
州
を
支
掛
っ
た
後
、
な
ほ

年
々
飴
剰
牧
入
あ
る
農
家
、
貧
農
と
は
普
通
の
年
に
於
て
す
ら

牧
支
相
償
ひ
得
血
農
家
、
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
か
込
る
規
定
の

上
に
、
煙
車
農
民
を
常
に
=
-
唐
に
分
ち
て
、
そ
れ
ら
の
有
機
的

聯
闘
白
土
忙
分
析
を
進
行
せ
し
め
て
ゐ
る
勲
極
め
て
特
徴
的
で

あ
る
。煙

車
農
民
の
経
済
生
活
に
づ
い
て
は
、
第
六
掌
以
下
に
詳
埴

き
れ
て
、
殆
ん
ど
徐
簡
を
残
さ
血
ま
で
に
活
窮
さ
れ
て
ゐ
る
。

特
に
「
煙
草
農
民
と
販
寅
問
題
」
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
第
六
章
一
に
於

第
五
十
=
一
番

四
七
六

四

第
四
挽

て
は
、
農
民
と
外
人
煙
草
鑑
定
人
及
び
賀
耕
と
の
牧
買
廠
に
hu

け
る
取
引
に
於
て
、
生
産
物
。
不
営
白
格
下
げ
、
一
部
葉
煙
草

の
天
引
・
目
見
弊
の
手
数
料
牧
取
・
貨
幣
計
算
上
の
欺
蛸
等
が
、

武
装
警
官
白
威
嚇
の
下
に
行
は
れ
て
ゐ
る
事
情
の
精
密
な
る

絞
蓮
に
五
つ
て
は
、
惨
漁
と
し
て
殆
ん
ど
限
を
掩
は
し
め
る
も

の
が
あ
る
。
武
装
警
官
は
外
園
舎
枇
を
監
踊
す
る
た
め
で
は
左

ぐ
、
寅
に
農
民
が
合
枇
側
の
要
求
に
建
反
せ
ざ
る
や
う
に
と
、

外
岡
濁
占
資
本
擁
護
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
の
で
あ
る
!

葉
煙
草
D
買
上
名
目
債
格
が
逐
年
低
落
す
る
の
み
で
た
く
、

賞
質
債
格
印
ち
農
民
の
賓
牧
債
格
は
山
東
省
の
漁
師
胴
を
例
と
す

一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三
四
年
聞
に
於
て
、
名
目
債
格

I/lし
は

の
四
五
%
乃
至
七
一
%
た
る
に
過
ぎ
歩
、
特
に
凶
作
の
際
の
如

き
は
農
民
り
逆
境
に
乗
じ
て
管
一
質
債
格
は
そ
の
地
方
の
名
目
煩

格
の
一
二
%
に
ま
で
下
落
す
る
と
と
す
ら
あ
る
と
い
ふ
。

と
り
名
目
債
格
と
賓
質
債
格
ル
」
の
聞
の
莫
大
友
輸
は
、
農
民

白
犠
牲
に
於
て
、
結
局
、
商
業
資
本
及
び
産
業
資
本
の
雨
者
又

tL は
了そ
るむ
の手
で先

あを
る つ
。ーと

め
る
葉
煙
草
ヰt
F主

人
建
に
よ
てコ
て
ヰfヒ
得
さ

陳翰霊著井出謬、商主那農業問題。研究、 12買審照。ホ四課、 2頁。なほ1) 



か
t
h

る
牧
民
機
構
の

F
に
あ
る
煙
車
農
民
の
持
貨
は
、
「
一
止

営
賃
銀
」
の
約
半
分
を
普
通
と
し
、
躍
し
き
揚
合
に
は
帥
ち

一
九
一
二
四
年
の
鳳
陽
及
び
一
九
三
三
年
の
漁
師
制
で
は
正
賞
賃
銀

一
九
一
一
四
年
の
裏
城
に
於
て
は
九
%
、
更
に
そ

の
約
二
O
%
、

の
前
年
一
九
=
一
三
年
に
は
何
等
の
持
賃
針
慣
も
挽
は
れ
宇
絶

針
支
出
を
さ
へ
割
込
ん
だ
と
算
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
農
民
が
首
然
受
く
べ
き
賃
銀
を
受
け
え
危
い
と
い
ふ
こ
と

は
、
支
那
農
業
白
普
遍
的
現
象
で
あ
る
。
寅
に
、
現
在
の
支
那

'J t亡
る司、治
」リけ

1:る
は農
い業
.，!. 主主
も産
ι) t;主

明
~， 、 H-
主ミt

f主の
Fo 犠
の牲
貨に
牧島
賃い
ま見て
の剥L
刻、持
合、せ

に ら
於れ
て て

は
、
葉
煙
草
は
小
萎
・
高
梁
に
比
し
て
更
に
小
で
あ
る
こ
一
同

頁
、
普
十
七
表
)
、
そ
の
理
由
】
と
し
て
、
開
草
生
産
制
帯
に
沿
け
る

利
子
卒
及
び
地
代
の
昂
騰
が
非
開
草
地
帯
よ
り
も
高
率
で
あ

り
、
な
ほ
主
要
な
る
は
、
葉
煙
草
の
一
般
生
産
費
が
初
め
て
高

〈
、
且
つ
賢
却
偵
絡
が
一
方
的
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
鼎
等
が
考

察
さ
れ
て
ゐ
る
。

従
っ
て
、
「
そ
の
比
較
的
有
利
な
地
位
忙
も
拘
ら
十
‘
官
同
法
は

外
岡
金
融
資
本
及
び
産
業
資
本
一
般
の
不
断
の
脅
威
の
た
め
、

陣
翰
住
者
「
舟
業
費
本
t
c
主
那
民
民
」

要
心
深
〈
且
つ
退
嬰
的
た
方
訟
を
と
り
、
ア
メ
リ
カ
種
煙
車
の

栽
培
に
破
て
深
入
り
し
よ
う
井
一
し
た
い
の
で
あ
る
」
「
比
較
的
多

〈
の
土
地
を
耕
作
し
う
る
者
点
、
寅
際
忙
は
と
の
特
別
段
る
商

業
的
作
物
を
徐
り
栽
増
せ
宇
、
一
方
、
焼
草
地
帯
の
人
H
の
大

多
数
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
に
、
農
耕
地
の
総
面
積
白
二
七
%
足

ら
宇
し
か
所
有
じ
て
ゐ
在
い
貧
農
た
ち
が
、
却
っ
て
そ
の
財
政

的
能
力
を
透
か
に
越
え
て
、
同
開
草
を
栽
崎
し
泣
く
て
は
左
ら
出

事
賓
」
と
そ
「
中
闘
の
著
し
き
特
岡
県
性
」
で
あ
る
と
い
ふ
c

併
し

宵
質
牧
入
率
思
し
く
、
金
銭
的
支
川
を
さ
へ
時
に
蔽
ひ
え
友
い

葉
煙
草
生
産
が
如
何
に
し
て
貧
農
・
巾
農
に
よ
り
行
は
れ

更
に
そ
の
継
績
を
可
能
社
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
?

大

蔑
さ
れ
た
解
答

と
の
問
題
に
剥
し
て
、
陳
翰
笠
博
士
は
次
の
如
く
一
際
符
へ

て
ゐ
る
。
「
温
剣
持
働
を
就
業
せ
し
め
る
機
舎
は
殆
ん
ど
な
く
‘

貧
農
の
場
合
は
そ
れ
が
特
に
日
互
い
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
穏
開
平

の
栽
均
は
そ
の
唯
一
白
抜
け
道
と
巧
へ
ら
れ
る
や
う
に
た
っ

た
。
つ
ま
り
、
農
民
法
は
何
か
し
て
ゐ
る
方
が
何
も
し
た
い
よ

停
五
十
=
一
巻

四
七
七

五

第
阿
挽
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陳
翰
霊
著
「
建
業
費
本
と
支
那
農
民
」

り
は
ま
し
だ
と
信
宇
る
や
う
に
左
っ
た
の
で
あ
る
。

守
o
Z
2
0

戸

E
F
E岡
田

E
O
E品目
v
E
E
F
s
r
E何
回

ZYEm)
彼
ら
は
.

刷
四
草
栽
培
弊
働
が
現
金
で
も
物
品
で
も
定
分
償
は
れ
在
い
己
と

ずこるは
ピ が 勿
そ 、言市

オL 自

だ 3ト ヨー
け達の
でが一
陣食部
草ムす
をにら
植足あ
ゑる.l':
る正士友
の入い
で だ 己

あけと
るでを

己"もよ
得 〈
7ζ 知
ν、そ〉

と て
いは
ふゐ

だ
が
、
思
に
牧
入
を
う
る
た
め
左
ら
ぽ
、
品
目
旧
農
ナ
ら
子
控
え

る
煙
車
栽
埼
を
何
故
選
ぶ
白
で
あ
ら
う
か

T

穀
物
栽
培
な
ら
ば
、
原
悦
的
社
農
具
で
、
天
然
肥
料
の
外
、

多
く
り
経
費
を
費
さ
、
下
し
て
可
能
で
あ
る
の
医
、
農
民
が
煙
草

栽
培
を
選
ぶ
と
き
に
は
、
肥
料
と
し
て
豆
粕
と
胡
麻
油
と
在
、

叉
業
回
開
草
乾
燥
用
と
し
て
石
炭
を
も
購
入
せ
か
ば
た
ら
宇
、
現

金
支
同
は
多
額
に
上
る
。
己
の
た
め
に
、
高
利
貸
よ
り
資
金
を

借
入
れ
、
法
外
注
地
代
を
支
抑
は
ね
ば
た
ら
砲
。
而
も
他
自
作

物
よ
り
賓
質
賃
銀
割
合
白
決
し
て
良
か
ら
ざ
る
煙
草
栽
培
が
如

何
に
し
て
行
は
れ
う
る
か
、
そ
白
理
由
を
充
分
に
解
明
し
て
ゐ

る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

己
れ
に
つ
い
て
、

徐
永
綾
心
如
曹
は
、
「
農
民
が
煙
草
耕
種

策
五
十
一
一
一
巻

回
七
凡

一
一
六

帯
四
観

を
始
め
た
の
は
、
も
と
/
¥
利
徒
主
期
待
し
た
た
め
で
在
〈

む
し
ろ
か
れ
ら
白
貧
困
白
民
只
中
で
種
子
と
借
金
を
入
手
し
う

る
唯
一
の
方
途
は
脱
草
栽
培
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
左
説
明

し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
亦
根
本
山
町
解
答
を
興
へ
る
も
の
と
は
忠
は

れ
な
い
。

こ
の
問
題
に
満
足
反
る
説
明
が
奥
へ
ら
れ
な
け
れ

ば
、
外
国
煤
草
資
本
の
進
出
の
理
論
的
根
嫁
は
設
明
出
来
な
い

告
で
あ
り
、
従
っ
て
、
煙
車
栽
唱
が
放
棄
さ
れ
て
、
謹
白
秋
態
に

本
来
、

復
臨
す
る
乙
ム
」
に
土
り
、
農
家
へ
の
影
響
は
自
ら
異
る
や
も
は

か
ら
れ
歩
、
そ
れ
故
に
牢
植
民
地
位
の
農
村
へ
の
影
響
も
そ
の

限
り
否
定
せ
ら
れ
る
乙
と
も
あ
り
う
る
舎
で
あ
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
土
地
に
比
し
て
界
働
人
口
が
過
剰
で
あ
り
、

普
通
作
物
に
於
て
は
、
か

L
Z零
細
長
耕
の
下
で
は
、
餓
餓
線

以
下
り
も
む
が
生
十
べ
雪
中
岡
農
村
祉
舎
の
過
剰
人
日
に
、
問

題
白
鵡
囚
は
存
ず
る
。
即
ち
、
そ
と
で
は
、
持
働
力
は
一
際
無

償
的
に
考
へ
ら
れ
、

一
定
小
両
積
に
集
約
的
に
弊
働
を
加
へ
る

己
主
に
よ
っ
て
、
始
め
て
農
村
人
口
の
翠
純
再
生
産
が
可
能
左

な
る
。
然
る
に
.
陳
博
士
が
第
七
章
に
於
て
特
賃
の
問
題

E
論

71<回謀、 142頁。(但L英文は筆者掃火〉
徐永絵、山東東部白葉煩草取引、 (;f:b本帯、中国農村問題、 218頁)。2) 



占

y
る
に
首
つ
て
は
常
に
勢
賃
不
排
部
分
が
考
察
白
中
心
と
さ
れ

て
ゐ
る
o

己
れ
に
よ
っ
て
は
・
ア
メ
H
J
カ
種
煙
車
生
涯
に
於
け

る
利
益
が
、
農
民
以
外
の
部
分
に
剥
傘
さ
れ
る
と
と
は
説
明
さ

れ
え
て
も
、
葉
煙
草
耕
作
白
根
崎
明
は
説
明
さ
れ
ぬ
こ
と
首
然
で

あ
る
。
己
、

ι農
民
の
賞
際
牧
入
の
絶
剥
量
生
考
察
し
友
け
れ

ば
た
ら
ぬ
諭
嬢
が
あ
る
。

一
一
一
回
に
し
て
云
へ
ば
、
陳
平
栽
培
は
中
園
枇
舎
の
土
地
に
謝

す
る
過
剰
人
口
が
線
本
的
原
因
で
あ
る
。
官
僚
・
地
主
・
豪
紳

の
三
位
一
般
的
牧
取
を
基
礎
、
と
す
る
農
村
構
成
を
経
革
せ
ざ
る

限
り
、
高
利
貸
資
本
に
よ
る
農
青
物
の
剥
奪
部
分
を
減
や
る
と

と
は
出
来
社
い
。
そ
の
限
り
、
農
民
が
生
存

E
締
け
る
た
め
に

は
、
自
己
の
利
川
し
う
る
一

t
地
単
位
に
、
無
償
的
に
集
約
弊

働
を
施
し
、
土
地
一
間
早
位
営
り
生
産
物
の
農
民
保
留
部
分
り
絶

針
是
を
少
し
で
も
棋
大
せ
し
め
る
こ
と
が
不
可
避
的
に
必
要
と

さ
れ
る
。
こ
の
場
合
勢
賃
部
分
と
し
て
岡
牧
さ
れ
る
率
が
、
絶

測
量
の
明
大
に
従
っ
て
、
小
と
な
ら
う
と
も
問
題
で
な
い
。
己

ιλ

に
幾
多
不
利
た
る
僚
件
に
つ
?
ま
れ
乍
ら
、
た
ほ
信
一
良
・
中

山
誌
が
葉
煙
草
生
産
に
赴
〈
必
然
性
が
あ
る
。
か
く
考
へ
る
時
、

陣
翰
盤
著
↓

l

産
業
費
本
庄
支
那
農
民
」

初
め
で
富
農
が
葉
煙
草
生
産
を
避
け
る
理
由
も
判
然
と
す
る
。

荒
し
、
官
農
は
峠
労
働
車
位
営
り
白
報
酬
が
小
た
る
生
産
を
行
ふ

必
要
な
く
、
目
つ
雇
傭
弊
働
を
以
て
こ
れ
を
行
へ
ば
、

H
H
働制割

債
を
他
の
作
物
並
に
排
ム
限
り
不
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

中
国
農
村
が
商
品
生
産
に
向
っ
た
の
が
、
そ
り
祉
舎
の
宇
杭

民
地
什
の
も
つ
必
然
で
あ
る
と
同
じ
く
、
巾
岡
農
村
が
外
圃
資

本
に
緊
縛
さ
れ
そ
と
か
ら
脱
し
え
在
い
の
も
、
と
の
祉
舎
の
特

質
の
も
つ
必
然
的
結
果
で
あ
る
。

× 

× 

× 

浅
さ
れ
た
問
題
は
一
二
あ
ら
う
と
も
、
と
の
著
書
は
、
幾
多

の
趨
切
友
る
示
唆
を
含
ん
で
日
山
り
、
そ
り
多
方
面
に
も
つ
合
帯

は
充
分
に
間
鴨
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
具
閥
的
危

る
問
題
を
杷
へ
て
、
中
岡
枇
舎
白
宇
封
建
的
・
半
植
民
地
的
特

質
主
、
と
れ
ほ
い
と
ま
で
に
「
生
き
生
き
と
L

拙
思
し
え
た
も
り
は

他
に
求
め
ら
れ
え
な
い
で
あ
ら
う
。
院
し
き
方
法
論
の
上
に

具
般
的
訟
費
料
を
腕
使
し
て
展
開
せ
る
己
の
一
書
は
、
最
近
刊
行

せ
ら
れ
て
ゐ
る
中
間
終
済
忙
附
す
る
群
書
中
一
頭
地
を
抜
き
、

水
く
そ
の
一
墜
間
的
慣
値
を
保
ち
つ
ピ
げ
る
と
と
、
思
は
れ
る

G

第
五
十
三
巻

七

四
七
九

第
四
按




